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事故多発時間帯は、特に注意
① 午前中

◆交通量が多く、先を急いでいる人が多い時間帯です。

深呼吸をするなど、急ぎの気持ちをコントロールしましょう。

◆特に、「１０時～１２時」は事故多発時間帯です。気を張って、しっかりと安全確認しましょう。

② 昼～夕方

◆集中力が低下し、眠気をもよおす時間帯です。

コメンタリー運転（呼称確認）をするなど、集中力を維持しましょう。

特に、薄暮時は、視認性が悪くなりますので、早めのライト点灯を心がけましょう。

◆走行中に眠気を感じたら、無理をせず休憩を取りましょう。

③ 夜 間

◆視界が悪く、見落としが発生しやすい時間帯です。

ヘッドライトは上向きライトを基本とし、

こまめな切り替えで、歩行者、自転車の早期発見に努めましょう。

追い越す際、ミニバイクと衝突
ミニバイクの男性、頭を強く打ち重傷

タンクローリー、現場から逃走
◇自転車への配慮 （自転車の横を通る場合は、もう少し距離を空けましょう）◇

２０１８／１０／６（土） ２２：４０

６日午前９時４５分ごろ、埼玉県の国道で、ミニバイクを運転していた男性（７９）がタンクローリーと衝突し、頭

を強く打ち重傷を負った。車は救護措置などを取らずに現場から逃走し、警察はひき逃げ事件として調べている

。タンクローリーがミニバイクを追い越した際に衝突したとみられる。

タンクローリーひき逃げ ドラレコから容疑者浮上
◇もしも、もしも、もしも、･･･のときは･･･まず、救護◇

２０１８／１０／７（日） ９：３４

タンクローリーで原付バイクの男性をはね、現場から逃走したとして男（４６）が逮捕されました。警察により

ますと、ドライブレコーダーの映像や目撃証言などから容疑者が浮上しました。容疑者は積み荷を配送した後、

会社に帰る途中で男性をはねたとみられています。

午後５時 2歳児重体 自宅出て歩行中に
軽ワゴン車にはねられ・・・

◇薄暮時間帯・夜間、ヘッドライトは、『遠目（ハイ・ビーム）』が基本・・・早期発見で事故防止◇
２０１８／／１０／７（日） １０：３４

６日午後５時３０分ごろ、福島県で、男児（２）が、無職の男性（６５）の軽ワゴン車にはねられた。男児は肺損傷

の重体。警察は、男児が１人で自宅を出て、歩いていたとみて事故原因を調べている。

ユニック車、荷降ろし作業中
トラックがバランス崩し、横転、下敷きになり男性死亡

労災事故とみて監督責任なども捜査
◇ユニック作業時は、周囲の安全と、地盤の安全確認◇

２０１８．１０．６ ２２：０５

６日午後３時ごろ、山形県の民家で、トラックの荷台に積んだ木材をユニックで下ろす作業をしていた男性（

５９）が、トラックがバランスを崩して横転、下敷きになり死亡が確認された。男性は、７０代男性と２人で作業

していた。警察は、労災事故とみて監督責任なども捜査する。


